
第３０回例会報告（２月２２日）

【 出 席 報 告 】

・会員数 ５７名 ・出席数 ３５名 ・欠席数 ２２名

・当日出席率 ７０．２１％ ・前々回修正出席率 １００％ １７回目

＜欠席会員＞八石､檜垣(圭)､檜垣(俊)､檜垣(巧)､飯､飯沼､川上､吉良､越智(節)､酒井､重松､竹田､吉武､

矢野

〔免除会員〕原(真)､原(竜)､松本､村上(敬)､中川､佐伯､坂本､高木

＜２／８欠席補填＞(1/30今治南)天野､松木､西本､大澤 (2/4愛媛第2分区IM)久米 (2/8新居浜)宮本

(2/13IAC)越智(節)､吉武 (2/15今治北)重松 (2/15新居浜)青野､檜垣(巧)､飯沼､伊藤､酒井､竹田

◇幹事報告・来島海峡大橋ライトアップ推進協議会(昨年１０月に推進協議会設立総会参加出席)より点

灯日数増加のお知らせ：瀬戸内海国立公園特別地域の為自然環境に配慮を要し、大幅な増

加とはなりませんでしたが、４８日より５８日へ１０日の増加となりました。ご協力あり

がとうございました。

・今治西高甲子園出場に伴う寄付のお願い：宜しくお願い致します。

・その他回覧物：ボランティア情報、第８回ロータリー国際囲碁大会のご案内、他

◇親睦活動委員会報告・第３回今治ＲＣゴルフコンペのご案内：３月１１日(日）波止浜興産にて。集合

１３時５０分、スタート１４時。尚１７：３０より大須伎にて表彰、懇親会開催。

◇ニコニコボックス・ﾒｲﾝ４名､天野､伊藤会員:100％出席､これからも宜しくお願いします。ﾒｲﾝ４名､大澤会員:

創立記念おめでとうございます。ﾛｰﾀﾘｰの益々の発展を期待します。八木会長:創立記念卓話をさせて頂きま

す。光藤会員:ﾒｲﾝに座ります｡大分慣れてきました。田中会員:『愛媛コマチ』に載りました。青野会員:度々

欠席すみません。宮本､尾越､清水会員:早退します。菅会員:遅刻しました。金森SAA：率先しよう。

ロータリー創立記念卓話 八木 祐 会長

１９０５年にポール・ハリスがシカゴでロータリーを創立してから明日で１０３年目に入

る。歴史を勉強する中で、ポール・ハリスの人柄と共に創立の時代背景や社会的意義に興

味を持った。また、人の作る組織はいつか盛会になり、またその存在価値を失い衰退する。

日本では減少傾向にあるが、ロータリーが１００年以上続き、世界では未だに増え続けて

いる要因を考えてみた。ポール・ハリスの子供時代は恵まれてはいなかったが、早いうち

から目的を持ち２３歳で弁護士になった。ピューリタン系の厳しい教育を受け、若いうち

からリーダーシップを発揮、そういう人が創立したロータリーだからこそ発展し続けたと

思う。当時のアメリカは、多民族が入り混じり争いの絶えない社会で、シカゴでも商工業が発展した反面、

競争が激しく殺伐としていた。ポール・ハリスの生活基盤は安定していたが、心を打ち解けて話せる友人や

社交クラブが欲しかった。そんな時、仲間４人で集まり親睦を目的にロータリーが設立された。早くも創立

２年目の１９０７年には目的に社会奉仕を加えた。ここにもロータリー発展の原点があり、組織として永続

的に拡大発展する基となった。企業・組織の盛衰と同様にロータリーにも変化がある。産業構造が変化し少

子高齢化が進む日本において今後のロータリー拡大についての課題は女性会員の増大にある。（因みに最初の

女性会員が誕生したのは１９８９年）最後に、１９９３年、堺屋太一は「組織の盛衰」で組織衰退の大きな

要因は成功体験に偏ることにあると書いた。企業であれば成功体験を持った人が主流派を占め画一化する。

ロータリーでは、会長は１年交代とか輪番制で人がどんどん変わっていることが活性化している要因だろう。

＜ゲスト＞檜垣蒲鉾有限会社 代表取締役 檜垣賢二氏

次回例会（３月１日）

【 クラブ奉仕委員会アワー 】

＜会員誕生祝＞ 中川 嘉明氏（３／２） 清水 一夫氏（３／５）

前川 典和氏（３／７）

＜夫人誕生日＞ 尾越 優氏（３／７）

＜結婚記念祝＞ 近藤 正人氏（３／４） 飯 忠悟氏（３／５）

＜入会記念日＞ 西信 正男氏（３／２）

〔 献立 ： 笹 〕
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